授業展開例（作業学習　食品製造）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　校種・学部・学年　特別支援学校　高等部　第１学年，第２学年，第３学年
２　単元名　調理・加工②
３　単元設定の理由

（１）生徒観
本学習集団は，知的障害のある生徒７名（療育手帳Ｂ　４名，Ⓑ　３名）である。生徒Ａは広汎性発達障害，生徒Ｂは右手前腕に身体障害，生徒Ｇは情緒障害を併せ有している。知的障害の程度は軽度であるが，個別に配慮を要する。検査等によると，生徒Ｂ，Ｅは視覚から情報を得ることの方が聴覚からよりも得意であることが分かった。他の５名は，視覚，聴覚の優位差はないが，注意喚起を行った後に簡潔な言葉で伝えたり，視覚情報を併せて示したりすることで，指示を理解し易くなるようである。全員音声言語によるコミュニケーションは可能であり，生活に必要な簡単な言葉や会話の内容，言語指示はある程度理解できている。しかし，言われたことの意図を理解した上で判断したり，説明したりすることを苦手としている生徒もいる。
本単元で，生徒はクッキー等の製造，製品の選別・袋詰め，包装用袋へのラベル貼等の製品化に継続的に取り組んでいる。クッキー等の製造においては，調理道具の取り扱いに慣れてきており，棒状のクッキー生地を一定の幅で切ることがある程度できるようになってきているが，まだ幅がずれたり，斜めになったり正確さに欠ける場合がある。製品の選別・袋詰めにおいては，指定された個数の製品を袋に入れることはできているが，販売に適した製品を選別する際に迷っている様子がある。表示ラベルを貼る作業においては，適切な位置に皺なく正確にラベルを貼ることを苦手にしたり，時間がかかりすぎたりする生徒もいる。困ったときや分からない時に，すぐに指導者に指示や支援を求める生徒もおり，生徒同士で相談・協力して自立して作業することに課題がある。
（２）単元観
　　　本単元のクッキー等の製造では，材料を計量し攪拌して生地を作り，生地を切ったり成形して焼いて製造する。基本的な調理器具の扱い方を習得はもとより，製品の選別では見本と比較して大きさや形等を考え判断する力，袋詰めの工程では正確に数量を数えたり計算したりする技能，包装用袋に表示ラベルを貼る作業では見本と同じ場所にラベルを貼るため手指の巧緻性や目と手を協応させながら作業する力を高めることができる単元である。
（３）指導観　

生徒の主体的な活動とするため，一人一人の個人目標の設定と，グループ目標を設定させ，作業日誌やホワイトボードに記入させ，目標の自覚を促す。自分たちで協力して自立して作業をするため，作業工程に合わせて３グループを編成し，困ったときや分からない時には，グループ内でコミュニケーションをとり解決するように促す。手順書は写真と簡潔な説明文を付け重要事項を太字でわかりやすく示したり，完成見本を示すなど，作業内容や手順の理解を促す工夫をする。また，指導者は生徒から一定の距離を取り，指示や支援は必要最小限にする。自分から声をかけるのが苦手な生徒には，「相談しようカード」，他者が困っていることに気付いていても自分から声かけができない生徒には「大丈夫カード」を示し，自発的な行動の手掛かりとさせる。作業終了後には，個人目標，グループ目標に照らして，個人の振り返りとグループの振り返りさせ，達成度を確認し合わせる。
４　単元計画（単元全体：全54時）

	２次(時数８時）
	○クッキーの製品化

	（本時は３/８）
	内容

・棒状の生地を切る。

・オーブンで焼く。

・包装用袋に表示ラベルをはる。

・焼いたクッキーを選別し，袋詰めをする。



５　本時の展開
（１）本時の目標と評価規準（☆評価，○目標設定，○手立：Ａ　達成できた，Ｂ　ほぼ達成できた，Ｃ　一部達成できた，Ｄ　達成できなかった）
	本時の目標（学習集団）
	・作業内容を理解し，手順にそって作業することができる。（家庭）

・自分で立てた目標をやり切れたという達成感や自己肯定感を感じている。（人権教育）
	☆評価
	
	○目標設定
	
	○手立
	

	
	・生徒同士で分からないことを相談したり，協力したりしながら作業することができる。（職業）

・相互に尊重しコミュニケーションをとり，前向きに協働している。（人権教育）
	
	
	
	
	
	

	前回からの改善点
	・表示ラベルはりの作業台に，あらかじめ見本の袋をはりつけておき，作業時にずれないようにする。
	関
	思
	技
	知

	個々の評価規準
	Ａ
	・時間いっぱい集中して，クッキーを選別したり，袋の口を袋の下辺と合わせて真っ直ぐに閉じたりすることができる。（家庭２段階３）
	
	
	○
	

	
	
	・困ったときには，生徒Ｂに自分から尋ねたり，他者の作業を手伝ったりすることができる。（職業２段階３）
	
	○
	
	

	
	Ｂ
	・袋の口を下辺と合わせて閉じ，あらかじめ設定した目標個数の製品を作ることができる。
（家庭２段階３）
	
	
	○
	

	
	
	・生徒Ａの様子を気に掛け，必要に応じて言葉掛けをする等，協力して作業することができる。（職業２段階３）
	
	○
	
	

	
	Ｃ
	・見本と同じ位置に表示ラベルをはったり，袋の枚数を正確に数えたりすることができる。
（家庭１段階３）
	
	
	○
	

	
	
	・生徒Ｄを気に掛け，困っていたら自分から言葉掛けをすることができる。
（職業１段階３）
	
	○
	
	

	
	Ｄ
	・はり直すことなく，あらかじめ設定した枚数のラベルを，見本と同じ位置にはることができる。（家庭２段階３）
	
	
	○
	

	
	
	・困ったときには，生徒Ｃに尋ねたり，言葉で伝えたりすることができる。
（職業２段階３）
	
	○
	
	

	
	Ｅ
	・棒状のクッキー生地にものさしの目盛と同じ幅の印を付け，印通りに垂直に切ることができる。（家庭２段階３）
	
	
	○
	

	
	
	・生徒Ｆ．Ｇの様子を気に掛け，困っていたら自分から言葉を掛けることができる。
（職業２段階３）
	
	○
	
	

	
	Ｆ
	・一度説明を受けた後，一人でものさしと同じ幅で，棒状のクッキー生地を切ることができる。（家庭２段階３）
	
	
	○
	

	
	
	・生徒Ｅ，Ｇの行動を手掛かりにして，やるべきことを考えて作業したり，言葉掛けに対して答えたりすることができる。（職業２段階３）
	
	○
	
	

	
	Ｇ
	・棒状のクッキー生地を，一定の幅で切ることができる。（家庭２段階３）　
	
	
	○
	

	
	
	・困ったときには，生徒Ｅ，Ｆに相談したり，必要な場面で言葉掛けしたりすることができる。（職業２段階３）
	
	○
	
	


（２）学習展開
	過程
	学習活動
	指導上の留意点
	作業学習と人権の評価の観点
	評価
方法

	導入

10分


	○はじめのあいさつをする。

○グループごとに作業前のミーティングをする。

○個々の作業内容を確認し，目標を作業日誌に記入し，グループ内で目標を伝え合い，作業内容をお互いに確認し合う。

○グループの目標を決めホワートボードに記入する。
	○司会担当生徒には手順書を示す。

○必要な生徒には，前時の日誌を見るよう促す。
○担当する作業終了後に材料の在庫確認，清掃等に取り組むことを板書と口頭で簡潔に指示する。

○作業時の留意点として，困ったり迷った時には先生に聞く前に，生徒同士で相互に傾聴し，質問には丁寧に答え相談・協力することを確認させる。
	
	

	展開

30分


	○役割分担をして作業する。

・クッキーの選別，袋詰めグループ（生徒：Ａ，Ｂ）

・表示ラベルはり，包装用袋の枚

数確認グループ（生徒：Ｃ，Ｄ）

・棒状のクッキー生地を切って焼

くグループ（生徒：Ｅ，Ｆ，Ｇ）

○作業終了後に材料の在庫確認，清掃等を行う。
	○生徒同士で協力して作業できるよう，支援は最小限にする。
○製品の選別グループには販売にふさわしいクッキーの見本を示す。

○表示ラベル針のグループには適切な位置にラベルをはった袋の見本を示す。

○クッキーの厚さ見本や厚さ見本を示す。難しい生徒には同じ幅で印をつけた物差しを使用させる。
○指導者は，離れたところから作業を見守り，一人一人の良い点，改善すべき点を見とり，記録しておく。


	○作業内容を理解し，手順にそって正確に作業している。（家庭）
○生徒同士で相談したり，協力したりしながら作業している。(職業)
○相互に傾聴し，質問には丁寧に答えコミュニケーションをとっている。（人権教育）
	観察
観察

観察

	まとめ

10分
	○日誌に個人で振り返りを記入する。

○作業後のミーティングをグループで行う。

○終わりのあいさつをする。
	○個人目標とグループの目標に照らして振りかえるよう指示する。

○次時で頑張ることの記入内容を確認し，必要に応じて助言する。


	○「できた」という達成感や「がんばれた」という自己肯定感を発言・記述している。
（人権教育）
	観察

記述


